
 
最新 Dairy Japan を今すぐチェック!! まだまだ農場の生産性は上がる!! 

 

            NO.07 牛舎に入ったとき、どんな匂いがしますか？ 
 

 牛舎に入ったとき、まず、どんな匂いがしますか？ 心地よいワラの匂い？ 美味しそうなエサの

匂い？ 健康な牛体の匂い？ それとも、二次発酵したサイレージの匂い？ アンモニアの匂い？ 

人間が牛舎に入って嫌な匂いがしなければ、牛たちも嫌な感じはしないでしょう。しかし、人間が嫌

な匂いだと思えば、牛たちはまともにその匂いを嗅いでいるわけですから、牛たちも嫌気がさしてい

るでしょう。自然換気やトンネル換気などが上手くいっている農場ほど、こうした匂いがわかりづら

いでしょうが、牛舎の中の匂いのチェックは大事です。牛舎に直行していますぐチェック! 

《 Q U E S T I O N 》 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

■もしサルモネラ症が発生したら、何を、どうすればよいのか？ 

加藤 健（日高地区 NOSAI・西部家畜診療所） 

 もし、サルモネラ症が発生したら…生産者の精神的＋経済的＋肉体的苦痛は計り知れません。そ

うならないためにも、予防対策はもちろん、発生時の対応も一度は頭に入れておきましょう。 
 

《ハイライト～忙しいあなたのために～ ポイントはここ! 》 
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牛 舎 に 直 行! 

 

●嫌な匂いがしていない？        YES NO 
 

●最近、匂いが変わってきた？      YES NO 
 

●匂いが変わった原因は特定できている？ YES NO 

[1]サルモネラの感染源は、汚染飼料（飼料自体の汚染、野生動物）、飲用水、導入牛

などが考えられる。感染経路は、菌が口から入るような環境、機会を指し、これら

を除去、遮断する対策が必要である。 
 

[2]サルモネラの特徴からして 100％牧場への侵入を防ぐことは不可能であることか

ら、定期的な牛舎の清掃・消毒を実施し、環境中の病原菌レベルを常に下げてお

く必要がある。 
 

[3]牛群で感染源となる異常牛、保菌牛を早期に摘発することが非常に重要である。 
 

[4]糞便検査の結果が出るまでに、24～48 時間以上の時間が必要である。サルモネラ

菌は伝染力が強く、条件が合えば非常に早く増殖するため、検査結果を待つ間の

対応も非常に重要であり、擬似患畜の隔離、治療の早期開始が必要となる。 
 

[5]サルモネラは、消毒薬に抵抗性が弱い、乾燥した日当たりの良い場所には生息し

にくいなどの特徴から、日常の衛生管理を徹底することで予防が可能である。 
 



 
 

 

■現場でどのように対応すべきか  全酪連セミナートピックス（オバートン博士） 

●乾乳期間を短縮させる管理戦略 乾乳期間を短縮化すると、①搾乳期間が延びることで、泌乳後

期の乳量損失を防ぐことができる、②乾乳牛管理の簡略化と施設コストが減少できる（2 群に分け

る必要がなく 1 群管理化できる、乾乳牛頭数が減少するなど）、③グループ分けによる社会的スト

レスも減少できる。 

●泌乳初期の頻回搾乳戦略 泌乳初期に頻回（4～6回）搾乳する方法は、米国の酪農業界で現在、

最も注目されているプログラム。この技術の利点は、酪農規模の大小にかかわらず、容易に実行で

きること。しかも経済的なリスクは最小。 
 

 

《 2006年 3月下旬発行予定！！ 新刊書籍！！》 
   

お待たせしました！酪農を学ぶ者にとって必携の１冊『乳牛管理の基礎と応用』が増補・改訂で最新版に！ 
 

 

乳牛管理の基礎と応用 2006改訂版 
 

柏村文郎・増子孝義・古村圭子 編著 
B5判・424頁 定価 4,200円（税・送料込み）             冊 

 
ご好評をいただいておりました『乳牛管理の基礎と応用』（2002 年 10 月発刊）が、「乳牛の飼

養標準」「乳牛の代謝プロファイルテスト」「農場のバイオセキュリティ」等々を新たに盛り込

まれるとともに、各項とも大幅に増補・改訂されました。酪農を学ぶ者にとって必携の１冊で

す。ぜひお求めください。乳牛の本質を理解してこそ、日頃の管理に磨きがかかり、最新技術

も応用できるようになります！ 

《もくじ》 
第１章 乳牛と酪農 第２章 乳牛と環境 第３章 哺育と育成 第４章 泌乳と乾乳 
第５章 乳牛の行動 第６章 育種と繁殖 第７章 乳牛管理の応用技術 第８章 牛舎と施設・機械 
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